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平
23
陳
情
第
13
号
　
子
供
た
ち
に
豊
か

な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
に
、
少
人
数

学
級
の
実
現
、
教
育
予
算
の
増
額
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡

充
を
求
め
る
陳
情

▼
願
　
意

　

未
来
を
担
う
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

に
、
夢
と
希
望
を
持
っ
て
学
ぶ
こ
と
の

で
き
る
学
校
、
保
護
者
の
所
得
格
差
や

地
方
自
治
体
の
財
政
力
に
左
右
さ
れ
な

い
、
社
会
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

し
て
の
公
教
育
の
機
会
を
保
障
す
る
よ

う
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
審
査
状
況

　

こ
の
陳
情
は
、
今
定
例
会
に
お
い
て

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

も
の
で
す
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　
　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　
　

採　

択
（
賛
成
多
数
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

委
員
会
提
出
議
案
第
６
号
　
少
人
数
学

級
の
実
現
、
教
育
予
算
の
増
額
、
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼
要
　
旨

　

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
学
び
を
保
障

す
る
た
め
、
少
人
数
学
級
の
実
現
、
教

育
予
算
の
増
額
、
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
の
堅
持
・
拡
充
に
つ
い
て
、
国

に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

少
人
数
学
級
の
実
現
を

▼
総
務
常
任
委
員
会

平
23
陳
情
第
14
号　
食
品
放
射
線
量
測

定
器
の
購
入
と
食
品
の
放
射
線
量
測
定

及
び
測
定
値
の
公
表
を
求
め
る
陳
情

▼
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

平
23
陳
情
第
15
号　
０
・
４
％
の
年
金

引
き
下
げ
を
元
に
戻
す
と
と
も
に
、
物

価
指
数
に
よ
る
年
金
引
き
下
げ
を
行
わ

な
い
こ
と
を
求
め
る
陳
情

平
23
陳
情
第
16
号　
無
年
金
・
低
年
金

者
へ
の
基
礎
年
金
国
庫
負
担
分
３
・
３

万
円
の
支
給
を
求
め
る
陳
情

平
23
陳
情
第
17
号　
消
費
税
に
よ
ら
な

い
最
低
保
障
年
金
制
度
の
創
設
を
求
め

る
陳
情

平
23
陳
情
第
18
号　
国
民
へ
の
負
担
増

を
新
た
に
強
い
る
「
社
会
保
障
・
税
一

体
改
革
成
案
」
に
反
対
し
、
社
会
保
障

の
充
実
・
改
善
を
求
め
る
陳
情

平
23
陳
情
第
19
号　
年
金
受
給
資
格
期

間
の
10
年
へ
の
短
縮
を
求
め
る
陳
情

平
23
陳
情
第
20
号　
医
師
・
看
護
師
等

の
大
幅
増
と
夜
勤
改
善
で
安
全
・
安
心

の
医
療
・
介
護
を
求
め
る
陳
情

平
23
陳
情
第
21
号　
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊

急
促
進
事
業
の
継
続
に
つ
い
て
の
陳
情

継
続
審
査
と
な
っ
た
陳
情

　

平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
決
算
並
び
に
水
道
事
業
会
計
決
算
並
び
に
国
民
健
康

保
険
事
業
、
下
水
道
事
業
、
老
人
医
療
、
介
護
保
険
事
業
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
の
議
案
は
、
９
月
22
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
12
人
の
委
員
で
構
成
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
付
託
し
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
は
、
９
月
29
日
、
30
日
、
10
月
３
日
、
４
日
の
４
日
間
に
わ
た
り
、

平
成
22
年
度
事
業
の
成
果
等
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

（
以
下
、
質
疑
等
の
要
旨
を
掲
載
）

決
算
審
査
は

６
面
に
も
掲
載

（

）

決

算

審

査

総
括
質
疑

一
般
会
計

総
合
計
画
第
三
期
基
本
計
画
の
総
括
に

つ
い
て

問　
平
成
23
年
４
月
か
ら
新
総
合
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
総
合
計
画
第
三

期
基
本
計
画
に
お
け
る
実
績
や
反
省
点

を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
不
測
の
需
要
に
対
し
ど
の
よ
う

に
対
応
し
た
の
か
。

答　
制
度
構
築
に
時
間
を
要
し
、
計
画

期
間
内
に
実
施
で
き
な
か
っ
た
事
業
や
、

費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
事
業
化
を
見

合
わ
せ
た
事
業
も
あ
っ
た
が
、
約
95
％

の
事
業
が
完
了
す
る
な
ど
、
一
定
の
成

果
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
お
お
む
ね
所

期
の
目
的
を
達
成
で
き
た
と
考
え
る
。

ま
た
、
本
町
中
学
校
の
校
舎
改
築
な
ど
、

不
測
の
需
要
に
つ
い
て
は
、
緊
急
性
な

ど
総
合
的
に
判
断
し
、
計
画
事
業
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
な
く
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

収
支
等
の
状
況
に
つ
い
て

問　
公
債
費
は
、
歳
入
の
減
少
に
も
か

か
わ
ら
ず
支
出
を
要
す
る
義
務
的
経
費

で
あ
る
た
め
、
将
来
負
担
を
軽
減
し
、

財
政
健
全
化
を
図
る
に
は
、
抑
制
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。
ま
た
、
臨
時
財

政
対
策
債
は
、
地
方
交
付
税
の
代
替
措

置
と
は
い
え
、
あ
く
ま
で
も
一
般
財
源

の
不
足
額
を
補
う
借
金
で
あ
り
、
経
常

的
に
経
費
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
増
加
し

つ
づ
け
る
た
め
、
過
度
に
依
存
し
な
い

財
政
運
営
を
し
て
い
く
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
。

答　
総
合
計
画
第
三
期
基
本
計
画
に
お

い
て
公
債
費
の
縮
減
目
標
を
定
め
、
元

金
の
返
済
額
よ
り
少
な
い
額
を
借
り
入

れ
る
、
い
わ
ゆ
る
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
の
維
持
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
将

来
世
代
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
平
成
23

年
度
は
、
予
算
編
成
方
針
に
従
い
、
財

政
調
整
基
金
を
活
用
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
市
債
の
発
行
総
額
を
元
金
償
還
額

以
下
に
抑
制
し
た
予
算
編
成
を
行
っ
た
。

ま
た
、
税
収
の
増
加
が
見
込
め
な
い
一

方
で
、
今
後
も
扶
助
費
や
社
会
保
障
関

係
経
費
は
毎
年
増
加
す
る
見
込
み
で
あ

り
、
臨
時
財
政
対
策
債
は
地
方
交
付
税

の
代
替
財
源
と
し
て
全
国
標
準
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
必
要
不

可
欠
な
財
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

縮
減
は
難
し
い
。
引
き
続
き
、
歳
入
、

歳
出
の
両
面
に
わ
た
る
行
財
政
改
革
を

積
極
的
に
推
進
し
、
歳
入
の
増
加
、
歳

出
の
抑
制
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
市
債

に
頼
ら
な
い
財
政
運
営
に
努
め
た
い
。

市
庁
舎
の
建
て
替
え
に
つ
い
て

問　
市
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
将
来
、

必
ず
検
討
す
べ
き
時
期
が
来
る
が
、
そ

の
建
て
替
え
方
法
は
、
基
金
を
創
設
し

積
み
立
て
る
方
法
や
、
安
価
な
建
物
を

リ
ー
ス
す
る
方
法
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
い
わ
ゆ
る

民
間
資
金
の
活
用
の
３
つ
が
考
え
ら
れ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
長
期
の
計
画
が

必
要
と
な
る
た
め
、
庁
舎
建
設
の
方
向

性
を
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
現
在
の
財
政
状
況
で
は
、
早
期
建

設
の
考
え
は
な
く
、
当
面
は
予
防
保
全

的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
、
長
寿
命

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
来
る
べ
き
時

期
に
市
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
る

こ
と
に
な
る
が
、
現
時
点
で
の
基
金
積

み
立
て
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
民
間
の

資
金
や
経
営
能
力
、
技
術
的
能
力
を
活

用
し
た
手
法
な
ど
を
研
究
し
て
い
き
た

い
。

観
光
振
興
に
つ
い
て

問　
本
市
に
は
、
東
京
都
や
横
浜
市
な

ど
の
大
都
市
に
は
な
い
豊
か
な
自
然
が

あ
り
、
観
光
が
総
合
産
業
に
な
る
要
素

は
十
分
あ
る
た
め
、
市
域
全
体
を
視
野

に
入
れ
た
観
光
振
興
の
取
り
組
み
が
必

要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
本
市
の
観
光
資
源
は
山
岳
、
丘
陵

地
、
河
川
な
ど
豊
か
な
自
然
環
境
が
中

心
で
、
観
光
客
の
約
９
割
が
首
都
圏
か

ら
の
日
帰
り
で
あ
る
が
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
結
び
付
き
に
く
い
側
面
が
あ

る
た
め
、
今
後
は
観
光
を
総
合
産
業
と

位
置
付
け
、
農
林
業
、
商
工
業
、
環
境

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
を
観
光
振
興

の
輪
に
取
り
込
み
、
地
域
活
性
化
へ
と

つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
本

市
が
有
す
る
観
光
資
源
の
魅
力
を
広
く

発
信
す
る
た
め
、
観
光
協
会
と
の
連
携

を
強
化
し
、
観
光
案
内
・
宣
伝
の
充
実

・
強
化
、
本
市
な
ら
で
は
の
特
産
品
の

開
発
、
新
た
な
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創

出
に
取
り
組
み
、
地
域
の
人
々
に
誇
り

と
活
力
を
も
た
ら
す
観
光
振
興
を
目
指

し
た
い
。

幼
・
保
、
小
、
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

問　
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
年
々

悪
化
す
る
中
、
昨
今
の
複
雑
な
教
育
現

場
の
課
題
解
決
の
方
策
と
し
て
、
本
市

で
は
一
貫
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

今
後
は
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の

か
。

答　
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
教
育
委

員
会
会
議
で
議
論
さ
れ
、
今
後
、
本
市

教
育
の
柱
の
一
つ
と
し
て
推
進
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
モ
デ
ル
校
で

の
研
究
を
経
て
、
平
成
23
年
度
か
ら
は

す
べ
て
の
学
校
区
で
全
市
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
は
だ
の
教
育
プ
ラ

ン
に
示
す
と
お
り
、
連
続
性
の
あ
る
学

習
活
動
の
保
障
に
よ
る
学
力
の
向
上
や
、

一
人
ひ
と
り
の
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の

特
性
に
応
じ
た
連
続
性
の
あ
る
支
援
の

ほ
か
、
学
校
や
学
年
を
超
え
て
行
う
体

験
活
動
を
通
し
て
思
い
や
り
な
ど
、
道

徳
的
価
値
を
学
び
な
が
ら
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
が
連
携
、
協
働
し
、
子
ど
も

の
連
続
し
た
発
達
を
支
援
す
る
気
運
の

醸
成
を
図
り
た
い
。

市庁舎建て替えの検討は

きめ細やかな
パトロールを実施

総
務

防
犯
活
動
に
つ
い
て

問　
緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
一
環
と
し

て
、
市
民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
と
犯
罪

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
青
パ
ト
バ

イ
ク
を
利
用
し
、 

防
犯
活
動
を
展
開
し

て
い
る
が
、
成
果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
防
犯
啓
発
指
導
員
を
雇
用
し
、
青

パ
ト
バ
イ
ク
の
機
動
力
を
活
か
し
、
狭

い
道
路
な
ど
に
も
活
動
範
囲
を
広
げ
、

児
童
や
生
徒
の
下
校
時
の
見
守
り
活
動

を
含
め
た
、
き
め
細
や
か
な
市
内
一
円

の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
と
と
も
に
、

住
所
表
示
シ
ー
ル
を
作
成
し
、
緊
急
通

報
時
に
現
在
の
位
置
が
把
握
で
き
る
よ

う
防
犯
灯
の
ポ
ー
ル
へ
の
貼
り
付
け
作

業
な
ど
を
行
っ
た
こ
と
で
防
犯
体
制
の

向
上
に
努
め
た
。
今
後
も
、
防
犯
意
識

の
高
揚
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
強

化
を
図
り
、
地
域
の
安
全
確
保
の
た
め

に
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
犯
罪
の
抑
止
と
安
全
・
安
心
感

の
醸
成
を
図
る
た
め
、
各
駅
に
設
置
し

た
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
に
よ
り
犯
罪
件
数

は
減
少
す
る
な
ど
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

今
後
は
、
商
店
街
な
ど
へ
の
設
置
も
検

討
し
て
ほ
し
い
。

連
絡
所
窓
口
の
充
実
に
つ
い
て

要
望　
鶴
巻
温
泉
駅
は
近
隣
市
か
ら
の

乗
降
客
が
多
い
の
で
、
関
係
自
治
体
と

の
連
携
・
協
力
に
よ
る
連
絡
所
サ
ー
ビ

ス
の
広
域
化
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

＜９月定例会で審議した議案の議決結果＞
議案番号 議　　　案　　　名 議決結果

議 案 第 30 号 秦野市子育て支援事業交付金基金の設置、管理及び処分に関する条例を定
めることについて

原 案 可 決 
（賛成全員）

議 案 第 31 号 秦野市市税条例の一部を改正することについて 原 案 可 決 
（賛成全員）

議 案 第 32 号 平成22年度秦野市一般会計歳入歳出決算の認定について 認　　 定 
（賛成多数）

議 案 第 33 号 平成22年度秦野市水道事業会計決算の認定について 認　　 定 
（賛成多数）

議 案 第 34 号 平成22年度秦野市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい
て

認　　 定 
（賛成多数）

議 案 第 35 号 平成22年度秦野市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　 定 
（賛成多数）

議 案 第 36 号 平成22年度秦野市老人医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　 定 
（賛成全員）

議 案 第 37 号 平成22年度秦野市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　 定 
（賛成全員）

議 案 第 38 号 平成22年度秦野市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

認　　 定 
（賛成多数）

議 案 第 39 号 工事請負契約の締結について 原 案 可 決 
（賛成全員）

議 案 第 40 号 平成23年度秦野市一般会計補正予算（第２号）を定めることについて 原 案 可 決 
（賛成全員）

議 案 第 41 号 平成23年度秦野市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）を定める
ことについて

原 案 可 決 
（賛成全員）

議 案 第 42 号 平成23年度秦野市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）を定めること
について

原 案 可 決 
（賛成全員）

議 案 第 43 号 秦野市教育委員会の委員の選任について 同　　　 意
（賛成全員）

議 案 第 44 号 秦野市固定資産評価審査委員会の委員の選任について 同　　　 意
（賛成全員）

議 案 第 45 号 秦野市監査委員の選任について 同　　　 意
（賛成全員）

報 告 第 12 号 専決処分の報告について 報　　　 告
報 告 第 13 号 専決処分の報告について 報　　　 告
報 告 第 14 号 専決処分の報告について 報　　　 告
報 告 第 15 号 平成22年度秦野市一般会計継続費精算報告書 報　　　 告
報 告 第 16 号 平成22年度秦野市健全化判断比率及び資金不足比率について 報　　　 告
報 告 第 17 号 専決処分の報告について 報　　　 告

議提議案第４号 特別委員会の設置について 原 案 可 決 
（賛成全員）

議提議案第５号 尖閣諸島をはじめ我が国の領土・領海を守る措置を求める意見書の提出に
ついて

原 案 可 決 
（賛成多数）

委 員 会 提 出 
議 案 第 6 号

少人数学級の実現、教育予算の増額、義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充
を求める意見書の提出について

原 案 可 決 
（賛成多数）


